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手賀沼で見た足の黄色い大型のカモメ。成鳥で夏羽が残っている。足は薄い黄色。黄色い嘴、下嘴の赤斑は大きめ。
右翼のＰ10のミラーが見える。 この3枚の画像では、初列風切の先端上面は見にくい。 №035,036,037．
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我孫子市の六角さんの写真。下嘴の赤斑は大きい。虹彩は黄色、眼瞼は赤っぽい。初列風切の磨耗が進んでいるが、
換羽は始まっていない状態か？ 遠目には翼端が黒く見えるが、詳見すると、白点の痕跡が見える。‘taimyrensis’ は
vegae より換羽が遅く、この時期この個体のように、頭部が白く、初列風切に旧羽が残っている個体が多い。
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当該個体が飛び立った瞬間。初列風切の先端の白点は磨耗が進み、翼端が真っ黒に見える。内側初列風切が
短いように見えるので、換羽が始まっているのかもしれない。もう少し確りした画像が欲しいところだ。
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